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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】低位置に配置した場合にも容易にトイレットロ
ールを利用できるペーパーホルダーを提供する。
【解決手段】トイレットロールの軸方向を左右方向と平
行にして軸回り方向に回転自在に支持するロール支持部
５５を備える。ロール支持部５５で支持されたトイレッ
トロールの前方に位置してトイレットロールの下部から
紙を前側に出すための紙出口８１を備える。紙出口８１
の下縁部がトイレットロールの下部から引き出された紙
を下から支持する紙支持部８３を構成する。紙支持部８
３よりも前方且つ上方に紙出口８１から引き出された紙
を切断するための切断部７７が設けられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トイレットロールの軸方向を左右方向と平行にして軸回り方向に回転自在に支持するロ
ール支持部と、このロール支持部で支持されたトイレットロールの前方に位置して当該ト
イレットロールの下部から紙を前側に出すための紙出口を備え、この紙出口の下縁部が前
記トイレットロールの下部から引き出された紙を下から支持する紙支持部を構成し、この
紙支持部よりも前方且つ上方に前記紙出口から引き出された紙を切断するための切断部が
設けられたことを特徴とするペーパーホルダー。
【請求項２】
　前記ロール支持部が前記トイレットロールを受けて下方から支持するロール受部を有し
、このロール受部の前部に前記紙出口が形成されたことを特徴とする請求項１に記載のペ
ーパーホルダー。
【請求項３】
　前記ロール受部は前記トイレットロールの下面に線接触又は点接触する接触部を有する
ことを特徴とする請求項２に記載のペーパーホルダー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はトイレットロールを支持するペーパーホルダーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば特許文献１には、老人、身体障害者、病人等が利用する介護用の可搬便器に設け
られるペーパーホルダーが開示されている。
【０００３】
　ところで、一般的なペーパーホルダーは、トイレットロールの軸方向を左右方向と平行
にして軸回り方向に回転自在に支持する。そして、トイレットロールを使用する場合、ト
イレットペーパーから下側に向けて紙を引き出し、この引き出した紙をペーパーホルダー
に設けられた刃等で切断する。
【０００４】
　ここで、特許文献１のペーパーホルダーは便器側面に設けられており、利用者が着座す
る便座よりも低位置に配置されている。このため、トイレットロールから下方に紙を引き
出す際、便座に着座した利用者は下方に大きく手を伸ばす必要があり、便座上に着座した
利用者にとってトイレットロールが利用し難くなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平８－１９６４６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は前記事情に鑑みてなされたものであって、比較的低位置に配置した場合にも容
易にトイレットロールを利用できるペーパーホルダーを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するために本発明のペーパーホルダーは、トイレットロールの軸方向を
左右方向と平行にして軸回り方向に回転自在に支持するロール支持部と、このロール支持
部で支持されたトイレットロールの前方に位置して当該トイレットロールの下部から紙を
前側に出すための紙出口を備え、この紙出口の下縁部が前記トイレットロールの下部から
引き出された紙を下から支持する紙支持部を構成し、この紙支持部よりも前方且つ上方に
前記紙出口から引き出された紙を切断するための切断部が設けられたことを特徴とする。
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【０００８】
　また、前記ロール支持部が前記トイレットロールを受けて下方から支持するロール受部
を有し、このロール受部の前部に前記紙出口が形成されることが好ましい。
【０００９】
　また、前記ロール受部は前記トイレットロールの下面に線接触又は点接触する接触部を
有することが好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明にあっては、ペーパーホルダーを低位置に配置した場合にも容易にトイレットロ
ールを利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本実施形態のペーパーホルダーの斜視図である。
【図２】便蓋を起立位置に配置した際の可搬便器の斜視図である。
【図３】便器外郭の斜視図である。
【図４】可搬便器の側面断面図である。
【図５】図２において便座の図示を省略した斜視図である。
【図６】台座の斜視図である。
【図７】可搬便器の肘掛設置体の内部構造を示す一部破断した斜視図である。
【図８】肘掛けの斜視図である。
【図９】ペーパーホルダーを示し、（ａ）は側面図であり、（ｂ）は平面図である。
【図１０】図９（ｂ）のＡ－Ａ断面図である。
【図１１】トイレットロールを収納したペーパーホルダーの斜視図である。
【図１２】トイレットロールを収納したペーパーホルダーの斜視図であり、（ａ）はトイ
レットロールの紙を上方に引き出した状態を示し、（ｂ）は前記引き出した紙を切断した
状態を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明を添付図面に基づいて説明する。図２に示されるように、本実施形態のペ
ーパーホルダー１０は、老人、身体障害者、病人等が利用する介護用の便器として、設置
位置を容易に変更できる可搬便器１に着脱自在に取り付けられる。
【００１３】
　可搬便器１は、床上に配置される台座２と、台座２に高さ調節可能に支持される便器外
郭３と、便器外郭３の後端部に左右軸回りに回動自在に連結される、便座４及び便蓋５と
、便器外郭３の内側に設けられる汚物受け６を備えている。なお、前記「左右軸回り」と
は、回転軸方向が左右方向と平行であることを意味する。
【００１４】
　可搬便器１は、便器外郭３の後端部上に立設される背もたれ７と、便器外郭３の左右両
側端部に立設される高さ調節可能な肘掛け８を備えた、椅子型の便器となっている。また
、可搬便器１はペーパーホルダー１０とは別にトイレットロール９を支持するためのペー
パーハンガー１１を備えており、ペーパーハンガー１１も便器外郭３に着脱自在に取り付
けられている。
【００１５】
　図３に示されるように、便器外郭３の上面の左右方向中央部には下方に凹没した凹没部
１６が形成されている。また、便器外郭３の上面部中央には凹没部１６の底部中央を上下
に貫通する上開口１７が形成されている。
【００１６】
　汚物受け６は、上開口１７を介して、図４に示されるように便器外郭３内に収納されて
いる。汚物受け６は、屎尿を受ける便容器１９と、便容器１９が収納される防汚容器２０
とで構成された二重容器からなる。図４中２１は用便後における便容器１９の上開口を閉
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塞する容器蓋であり、容器蓋２１は用便時に便容器１９から取り外される。なお、取り外
した容器蓋２１は、図４に二点鎖線で示すように台座２上に起立させることができる。
【００１７】
　図５に示されるように防汚容器２０の上縁部には外方に突出した防汚容器被載置部２２
が周方向の全長に亘って形成されている。防汚容器２０は上開口１７を介して便器外郭３
内に出し入れ可能に挿入されている。
【００１８】
　防汚容器２０は、防汚容器被載置部２２を便器外郭３の上開口１７の周縁部を含む凹没
部１６の底部上に載置することで懸架されている。
【００１９】
　便容器１９の上縁部には、外方に突出した便容器被載置部２４が周方向の全長に亘って
形成されている。便容器１９は防汚容器２０内に上方から出し入れ可能に挿入され、便容
器被載置部２４を防汚容器２０の防汚容器被載置部２２の内周部上に載置することで、防
汚容器２０に懸架されている。
【００２０】
　図６に示されるように、台座２の後端部には複数のキャスター３０が設けられ、このキ
ャスター３０を利用して可搬便器１を床上で走行できるようになっている。
【００２１】
　図２に示されるように便器外郭３の上面の左右両側端部上には肘掛設置体６０が取り付
けられ、各肘掛設置体６０には肘掛け８が立設されている。
【００２２】
　各肘掛け８は、肘を載せる肘載部６２の前後から下方に向けて円筒状の柱部６３を突出
したものである。各肘掛け８の前後の柱部６３は対応する肘掛設置体６０に上下位置調節
可能に取り付けられ、これにより肘掛け８は高さ調節自在となっている。以下、肘掛け８
の高さ調節機構について説明する。
【００２３】
　各肘掛設置体６０の外郭を構成するケース６８の上面部前後２箇所には、上下両方向に
突出した円筒状のガイド筒部６１が形成されている。各ガイド筒部６１の内側には上方か
ら対応する肘掛け８の柱部６３が上下方向にスライド自在に挿入されている。図８に示さ
れるように、各肘掛け８の前側の柱部６３の後面及び後側の柱部６３の前面には、ストッ
パー嵌込溝７２が上下に等間隔で複数形成されており、これらストッパー嵌込溝７２は柱
部６３においてガイド筒部６１に挿入される下部に設けられている。
【００２４】
　各ガイド筒部６１のケース６８の上面部からケース６８内の下方に向けて突出する下突
出部６４には、図７に示されるように通孔６５が形成されている。前側のガイド筒部６１
が有する通孔６５は下突出部６４の後端部に位置し、後側のガイド筒部６１が有する通孔
６５は下突出部６４の前端部に位置している。
【００２５】
　各肘掛設置体６０のケース６８内の前後には、対応するガイド筒部６１の下突出部６４
に対向するスライダー６６が前後方向にスライド自在に内装されている。前側のスライダ
ー６６は前側のガイド筒部６１の下突出部６４の後方に配置され、後側のスライダー６６
は後側のガイド筒部６１の下突出部６４の前方に配置されている。また、各肘掛設置体６
０のケース６８には、各スライダー６６を対応するガイド筒部６１側に付勢するばね７１
が内装されている。
【００２６】
　各スライダー６６には対応するガイド筒部６１側に向けて突出したストッパー部６７が
形成され、各ストッパー部６７は対応するガイド筒部６１の通孔６５に挿入されている。
【００２７】
　各スライダー６６は、ばね７１の付勢力以外の外力が加わっていない状態では、図７の
紙面左側に示されるようにばね７１により対応するガイド筒部６１に押し付けられる。こ
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の際、各ストッパー部６７の先端部は対応する肘掛け８のストッパー嵌込溝７２に嵌め込
まれ、肘掛け８の柱部６３の上下方向の移動規制がなされる。また、図７の紙面右側に示
されるように各スライダー６６がばね７１に抗して対応するガイド筒部６１と反対側に移
動すると、前記ストッパー部６７がストッパー嵌込溝７２から抜け出し、前記柱部６３の
上下方向の移動規制が解除される。
【００２８】
　各スライダー６６にはケース６８の外側面部に形成された操作用孔６９を介して可搬便
器１の外側に臨む操作部７０が形成されている。前後のスライダー６６の操作部７０はケ
ース６８の外側から前後の操作用孔６９に挿入した指で摘むことができ、これによって前
後のスライダー６６を互いに近づく方向に移動することができる。
【００２９】
　各肘掛け８の高さ調節を行うには、まず前述のように前後のスライダー６６の操作部７
０を操作して、前後のスライダー６６をばね７１に抗って近づけ、前後の柱部６３の上下
方向の移動規制を解除した状態とする。続いて、肘掛け８が所望の高さとなるよう、前後
のガイド筒部６１に挿入された柱部６３を上下に移動し、前記指による前後のスライダー
６６を近づける力を解除する。すると、前後のスライダー６６はばね７１の付勢力によっ
て対応するガイド筒部６１側に移動し、前後のスライダー６６のストッパー部６７が対応
する肘掛け８のストッパー嵌込溝７２に嵌め込まれ、肘掛け８の柱部６３の上下方向の移
動が規制される。このようにして、各肘掛け８の高さ調節は行われる。
【００３０】
　ペーパーホルダー１０は、図２のように背面側を可搬便器１側に向け、左右方向を可搬
便器１の前後に向けた状態で、便器外郭３のガイド筒部６１に取り付けられる。
【００３１】
　図１に示されるように、ペーパーホルダー１０は、ロール支持部５５と、便器外郭３の
ガイド筒部６１に着脱自在に取り付けられる被取付体７６を備えており、ロール支持部５
５によりトイレットロール９の軸方向を左右方向と平行にして軸回り方向に回転自在に支
持する。
【００３２】
　ロール支持部５５は、前面部を後面部よりも低くした側断面略Ｊ字状の支持片部５６と
、支持片部５６の両側縁部から側断面略Ｊ字状の支持片部５６の内方に向けて突出する側
片部５８で構成されている。
【００３３】
　図１１に示されるように、トイレットロール９は、ロール支持部５５の内側に上方から
収納され、これにより軸回り方向に回転自在に支持される。この収納状態では、トイレッ
トロール９の外周面が支持片部５６に沿うと共にトイレットロール９の軸方向両側の端面
が対応する側片部５８の内面に沿う。なお、トイレットロール９はその下端部が紙８２を
引き出す方向となる前方に向かって回動する向きでロール支持部５５に収納される。
【００３４】
　図１に示されるように支持片部５６の後面部上部の背面には被取付体７６が取り付けら
れている。被取付体７６は上下方向の複数箇所をビス７８により支持片部５６に固着する
ことで支持片部５６に取り付けられる。
【００３５】
　被取付体７６には平面視で後方に開口する略Ｃ字状の嵌着部８０が形成されている。図
９（ｂ）に示されるように、嵌着部８０の上端部左右両側の内面には突起７９が形成され
ている。
【００３６】
　ペーパーホルダー１０は、前記嵌着部８０を弾性変形させて図２のようにガイド筒部６
１の外側に嵌め込むことで便器外郭３に取り付けられ、これにより便座４に座った利用者
の太股と略同レベルに配置される。
【００３７】
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　この取付状態では、嵌着部８０の内面に形成された両突起７９がガイド筒部６１の外周
面に押圧されて、嵌着部８０はガイド筒部６１にしっかりと取り付けられる。
【００３８】
　嵌着部８０をガイド筒部６１に嵌め込むにあたっては、嵌着部８０を肘掛け８のガイド
筒部６１よりも小径の柱部６３に被せ、この後、ペーパーホルダー１０を下方に移動して
、嵌着部８０をガイド筒部６１に嵌め込むのがよい。このようにすると、嵌着部８０は小
径の柱部６３に対しては大きく弾性変形させることなく被せることができ、且つ、ガイド
筒部６１には上方から嵌着部８０を大きく弾性変形させることなく嵌め込むことができる
。従って、嵌着部８０をガイド筒部６１に容易に嵌め込むことができる。
【００３９】
　支持片部５６の下部は、図１０に示されるように、側断面で下に突となる略半円弧状の
ロール受部５７で構成されている。この略半円弧状のロール受部５７の内径は未使用のト
イレットロール９の外径と略同じ寸法にしてあり、トイレットロール９はロール受部５７
によって下方から支持される。
【００４０】
　ロール支持部５５の前面部はロール受部５７の前部により構成されている。ロール受部
５７の前部には、前記ロール受部５７で受けられたトイレットロール９の前方に位置して
当該トイレットロール９の下部から紙８２を前側に引き出すための紙出口８１が形成され
ている。紙出口８１はロール受部５７の左右方向の全長に亘って形成され、正面視矩形状
をしている。また、この矩形状の紙出口８１の下縁部は前記トイレットロール９の下部か
ら引き出された紙８２を下から支持する紙支持部８３を構成している。
【００４１】
　ロール支持部５５の前面部の上端部には前斜め下方に向けて突出する刃台部８４が左右
方向の全長に亘って形成されている。刃台部８４には刃体８５が刃台部８４の前側の面に
沿って取り付けられており、刃体８５は刃台部８４の左右方向の略全長に亘っている。刃
体８５の刃先は、トイレットロール９から引き出された紙８２を切断するための切断部７
７を構成する。なお、切断部７７は刃体８５で構成されるものに限られず、例えばロール
支持部５５に板状部を形成して、この板状部の縁部で切断部７７を構成しても構わない。
【００４２】
　刃体８５の先端部は刃台部８４よりも下方に突出し、該刃体８５の刃先、すなわち切断
部７７は、前記紙出口８１から前斜め上方に引き出された紙８２と直交する向きとなるよ
う前斜め下方に向けられている。また、切断部７７は前記紙支持部８３よりも前方且つ上
方で、紙出口８１の上縁よりも前方且つ上方に位置し、さらにロール支持部５５で支持さ
れたトイレットロール９が未使用の場合、当該トイレットロール９の下部前方に位置する
。
【００４３】
　ロール受部５７の下端部には、側断面形状が下に突となる円弧状の弧状部７４が形成さ
れている。ロール受部５７の下部において弧状部７４を挟む前後には、トイレットロール
９の下面に接触する接触部７５が形成されている。前側の接触部７５は弧状部７４の前端
から前斜め上方に向けて突出し、後側の接触部７５は弧状部７４の後端から後斜め上方に
向けて突出している。両接触部７５は弧状部７４を介して滑らかに連続し、このうち、前
側の接触部７５の前縁部は、前記紙支持部８３が構成されている。
【００４４】
　両接触部７５は共に側断面形状が直線状に形成されており、ロール支持部５５に収納さ
れたトイレットロール９の下面に線接触で接触する。
【００４５】
　ペーパーホルダー１０で支持したトイレットロール９の使用は例えば以下のように行わ
れる。まず、図１１に示されるようにトイレットロール９の紙出口８１から引き出されて
紙支持部８３の前側に垂れた紙８２を手で持つ。次に図１２（ａ）のように前記紙８２を
使用分だけ切断部７７よりも上方に位置するように引き上げる。続いて、このように引き
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上げられた紙８２を捻って図１２（ｂ）のように切断部７７で切断する。このようにトイ
レットロール９の紙８２が切断されると、当該紙８２の紙支持部８３で支持された箇所か
ら切断端部までの部分が自重により垂れ下がり、図１１のように再び紙出口８１から引き
出された紙８２の上端部が紙支持部８３により下方（裏側）から支持された状態に戻る。
【００４６】
　以上説明したペーパーホルダー１０は、ロール支持部５５で支持されたトイレットロー
ル９の前方に位置してトイレットロール９の下部から紙８２を前側に出すための紙出口８
１を備えている。そして、紙出口８１の下縁部が前記トイレットロール９の下部から引き
出された紙８２を下から支持する紙支持部８３を構成し、紙出口８１から引き出された紙
８２を切断するための切断部７７が紙支持部８３よりも前方且つ上方に設けられている。
このため、トイレットロール９の紙８２を切断部７７で切断する際には、紙８２を上方に
引き上げればよい。従って、本実施形態のようにペーパーホルダー１０を比較的低位置に
配置した場合には、紙８２を切断するにあたって紙８２を持った手を下方に大きく伸ばす
必要がなく、体の不自由な人等でも容易にトイレットロールを利用することができる。ま
た、紙出口８１から引き出された紙８２を切断部７７で切断した際には、図１１のように
トイレットロール９の紙８２の紙支持部８３で支持された箇所から切断端部までの部分が
紙出口８１から引き出された状態となる。このためトイレットロール９を利用する際に、
トイレットロール９の紙８２を紙出口８１から引き出す必要がなく、この点でもトイレッ
トロール９を容易に利用できる。
【００４７】
　また、本実施形態ではロール支持部５５がトイレットロール９を受けて下方から支持す
るロール受部５７を有しているので、ロール支持部５５により、図１１のように芯のある
トイレットロール９だけでなく、無芯のトイレットロール９を支持することができる。ま
た、トイレットロール９を使用してトイレットロール９の径が小さくなった場合にも、ト
イレットロール９の径が大きい場合と同様にトイレットロール９の紙８２を紙支持部８３
で支持することができる。つまり、トイレットロール９の径が小さくなった場合にも、ト
イレットロール９の紙８２の紙支持部８３で支持された箇所から切断端部までの部分を紙
出口８１から引き出された状態とすることができる。なお、本実施形態のロール支持部５
５はトイレットロール９を回転自在に受けるものであるが、ロール支持部５５はトイレッ
トロール９の芯を回転自在に支持する軸等で構成してもよい。
【００４８】
　また、本実施形態のロール受部５７はトイレットロール９の下面に線接触する接触部７
５を有している。このため、トイレットロール９の回転する際の抵抗を小さくしてトイレ
ットロール９から紙８２をスムーズに引き出すことができる。なお、本実施形態の接触部
７５はトイレットロール９の下面に線接触するものであるが、例えばロール受部５７から
上方に突出する点状の突起等で接触部を構成してもよい。この場合、接触部をトイレット
ロール９の下面に点接触させることができ、上記と同様の効果が得られる。
【符号の説明】
【００４９】
　９　トイレットロール
　１０　ペーパーホルダー
　５５　ロール支持部
　５７　ロール受部
　７５　接触部
　７７　切断部
　８１　紙出口
　８２　紙
　８３　紙支持部
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